
政策評価の結果概要 【政策の柱】 Ⅲ 市民の快適な暮らしを支えるために

・政策指標の進捗状況，約10ポイント減少

・各施策指標の進捗は，おおむね順調であ
るが，緑地保全活動参加者数について，達
成度が低い

・各施策の意識調査結果は，重要度はいず
れも中～高位であり，満足度はいずれも高
位

・都市化の進展により，里山・樹林地など
の緑地や池沼の水辺環境が減少

全施策
平均
67.3%

全施策
平均
24.7%

脱温暖化・
循環型の環
境にやさし
い社会を形
成する

２

・プラスチック資源化施設の
整備

・市民･事業者などとの連携に
よる，ごみステーション適正
管理や不法投棄未然防止の強
化

工場・事業所数に対する公害

苦情件数の割合（％）

　※逓減を目指す指標

77.1% 87.5% 30.7%
・環境協定の締結拡大
→事業者支援策の充実化，自
主測定ガイドラインの作成

不法投棄発生件数
（件）

　※逓減を目指す指標

62.9% 79.2% 21.3%

政　　策　　名 政 策 の 指 標
・政策の現状と課題の分析

○優先的に取り組むべき施策

廃棄物の適正処理の推進

施　策　名

地球温暖化対策の推進

１

・政策指標の進捗状況，ほぼ横ばい

・各施策指標の進捗は，おおむね順調で
あるが，家庭版環境ＩＳＯ認定家庭数に
ついて，達成度が低い

・各施策の意識調査結果は，重要度はい
ずれも中～高位であるが，満足度は，
「３Ｒの推進」を除き低～中位

○（全施策）
→各主体が自ら実践行動に取り組むための
仕組みづくり（ごみ分別推進，低炭素型地域活力
向上事業，みやエコファミリー，事業所版環境ＩＳＯの

推進など）

→事業の見える化など，市民満足度向上の
ための効果的な周知啓発活動

環境保全行動の推進

・幼児環境学習などの定着化

・環境学習センターの機能強
化

施策の指標 達成度
施策
重要
度

・資源化率の向上，更なるご
みの減量化
→新分別の周知啓発活動の実
施，新たな資源有効活用の取
組の検討など

施策
満足
度

・施策課題の解決に向けた
今後の取組の考え方

23.6%

・新エネルギー・省エネル
ギーの普及に向けた補助制度
の拡充

・もったいない運動におけ
る，市民会議が中心となった
市民運動の推進

家庭版環境ＩＳＯ認定
家庭数（世帯）

55.2% 63.7%

・市民１人当たりの温室効果
ガス削減割合（ｔ）
・１事業者当たりの温室効果
ガス削減割合（ｔ）

　※逓減を目指す指標

83.3% 83.9% 19.0%

自然生態系などに配慮
して整備している河川
の整備率（％）

95.0%

自然環境保全の推進

良好な生活環境の確保

良好な水と
緑の環境を
創出する

30.3%

・市民への情報提供，啓発事
業の充実

・環境基準監視の充実，合併
処理浄化槽の普及促進

86.2%87.5%

○快適な河川環境の創出
→自然生態系に配慮した河川環境の創出

○自然環境保全の推進
→自然環境基礎調査の実施結果等を踏まえた施策の
充実

○緑の保全・育成
→新たな制度導入の検討

41.8%

市民１人１日当たりの
資源物以外のごみ排出
量（ｇ）

　※逓減を目指す指標

 ごみの発生抑制，減量化，資
源化の推進（３Ｒの推進）

快適な河川環境の創出 35.4%

・地域などとの連携による，
河川環境整備の推進

・コスト縮減などに向けた，
業務手法等の検討

69.4%

69.9%

主要河川の水質調査に
おける環境基準
（BOD）の達成率
（％）

98.9%

緑の保全・育成
（財）グリーントラス
トうつのみや緑地保全
活動参加人数（人/年）

60.7% 77.5% 34.6%
・民有地緑化の推進
→市民協働による緑化活動・
保全活動の仕組みづくり

環境にやさしい社会が形成されてきて
いると感じている市民の割合

34.8% 35.2%

47.0%

H19 H20 目標値

生活環境に，水や緑など，うるおいが
あると感じている市民の割合

69.6%

59.2%

77.0%

H19 H20 目標値
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全施策
平均
67.3%

全施策
平均
24.7%

政　　策　　名 政 策 の 指 標
・政策の現状と課題の分析

○優先的に取り組むべき施策
施　策　名 施策の指標 達成度

施策
重要
度

施策
満足
度

・施策課題の解決に向けた
今後の取組の考え方

上下水道
サービスの
質を高める

３

・政策指標の進捗状況，約８ポイント減
少

・各施策の意識調査結果は，「顧客重視
経営の推進」を除き，重要度，満足度と
も，いずれも高位

○顧客重視経営の推進
→マーケティング調査結果を踏まえた顧客
ニーズを捉えた事業の推進，財政基盤の強
化に向けた取組の実施

○水道水の安心給水の推進
→老朽配水管の布設替，施設の耐震化など
の計画的実施
→危機管理体制の強化

○下水の適正処理の推進
→合流式下水道の機能改善

21.7%

・各事業の検証や将来の
住宅需要の見通しを踏ま
えた有効策の検討

22.2%

・住宅の耐震化に対する
補助制度の利用向上，普
及啓発

・省資源住宅の更なる普
及・推進

26.9%

・地区計画制度を活用し
た，地区特性に応じた住
宅施策の推進

住宅の安全性・環境性の向上 住宅の耐震化率（％） 94.3% 66.8%

居住環境の向上
地区計画導入地区数
（地区）

83.3% 64.1%

快適な住宅の供給と取得支援の充実
地域優良賃貸住宅の供
給戸数（戸）

61.3% 59.4%

・政策指標の進捗状況，約４ポイント上
昇

・各施策指標の進捗は，おおむね順調

・各施策の意識調査結果は，重要度はい
ずれも低～中位であり，満足度はいずれ
も中位

・多様化するニーズに対応した居住環境
の形成が必要

○快適な住宅の供給と取得支援の充実
→ライフスタイル・家族形態の変化など，本
市の特性を踏まえた施策の検討

快適な住環
境を創出す
る

４

24.3%

・上下水道料金収入の確
保，費用の抑制

・広報広聴活動の強化，
財政基盤の強化

・マーケティング調査の
詳細分析と事業への反映

 上下水道施設・資源による環
境保全の推進

水道施設の二酸化炭素
排出量削減率（％）

顧客重視経営の推進 顧客満足度（％） 88.6% 55.9%

19.3% 73.8% 30.7%

・主要施設の更新に合わ
せた環境負荷低減への取
組み
→太陽光発電や小水力発
電など

老朽配水管更新率
（％）

24.4% 85.7% 62.4%

・新しい技術を取り入れ
ながらの水質管理

・耐震化や老朽配水管の
布設替

・危機管理体制の強化

52.9%

・施設等耐震化の計画的
実施

・合流式下水道緊急改善
事業における貯留施設の
整備

下水の適正処理の推進
合流式下水道改善率
（％）

ー 81.0%

水道水の安心給水の推進

上下水道サービスが充実している
と感じている市民の割合

67.2%
58.9%

72.0%

H19 H20 目標値

住居や周辺の住環境が快適であると
感じている市民の割合

55.5% 59.6%
65.0%

H19 H20 目標値
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